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ニューヨークにおけるスタートアップ市場 

➢ 米国においては、西海岸の「シリコンバレー」が有名ですが、東海岸・ニューヨークも多様なスタート

アップが生まれています。 

➢ 今回はニューヨークのスタートアップ市場についてレポートします。 

 

写真 1 市内開催のテック系イベントの模様      図 1 都市別 VC 取引額ランキング（2024 年） 

 

 

 

 

 

 

写真 2 スタートアップが入居する共有オフィス    図 2 VC 投資金額（業種別・2020 年～2024 年） 

 

 

 

 

 

 

スタートアップ拠点としての NY 

ニューヨークは金融、メディ

ア、ファッションなど多様な産業

が集積しており、それらを基盤と

した B2B・B2C双方のスタートア

ップが成長しています。特に「Fi

nTech」「HealthTech」など、既存

産業の DXを担う分野で存在感が

大きい都市です。 

ニューヨーク都市圏には 2 万社

以上のスタートアップが存在し、

ベンチャーキャピタル（VC）の投

資額もシリコンバレーに次ぐ全米

2位です（図 1）。景気や金利動向

の影響を受けつつも投資家の需要

は堅調で、大型の資金調達案件も

継続的に生まれています。 

金融都市の強みと関連テック企業 

ニューヨークのスタートアップ

拠点としての最大の特徴は、ウォ

ール街に代表される「金融都市」

の側面を背景に、FinTechをはじ

めとする金融関連テック企業が多

い点です。世界最大規模の大手銀

行が本店を構えており、PoC（概

念実証）や業務提携を進めやすい

環境が整っています。 

提供されるサービスは、決済、

デジタルバンキング、資産運用な

ど金融実務に密着した分野が中心

で、近年は AIを活用したサービ

スも増えています。シリコンバレ

ーが「技術起点・プロダクト志

向」と評されるのに対し、ニュー

ヨークは顧客との距離が近く、

「市場起点・顧客志向」が強い点

が特徴です。 

また、巨大な不動産市場を背景

に、不動産テック企業も多く集積

しています。物件管理、取引の効

率化、データ分析などの分野でサ

ービスを提供するスタートアップ

が増えています。 

人材・学術・行政が支えるエコシ

ステム 

 ニューヨークには、銀行や大手

VC、ヘッジファンド等で経験を積

んだプロフェッショナルが多く在

籍しており、金融機関や投資家の

ニーズを理解したうえで起業・転

職する人材が豊富です。こうした

【出所】Office of the NY state contptroller（図 1・2） 

都市（州） 取引数 取引価値（億ドル）

サンノゼ（カリフォルニア州） 3,322 994

ニューヨーク（ニューヨーク州） 2,195 285

ボストン（マサチューセッツ州） 1,031 116

ロスアンジェルス（カリフォルニア州） 909 108

フィラデルフィア（ペンシルベニア州） 644 4

オースティン（テキサス州） 383 3.4

シアトル（ワシントン州） 331 4.6

デンバー（コロラド州） 360 5

マイアミ（フロリダ州） 382 3.6

シカゴ（イリノイ州） 382 2.8



MEBUKI NEW YORK REPORT Vol.68 

3 

 

人材基盤が、金融関連スタートア

ップの土壌を支えています。 

コロンビア大学、ニューヨーク

大学など有力大学も集積してお

り、近隣には学園都市ボストンも

位置しています。世界各国から優

秀な学生・研究者が集まるため、

採用面での強みとなるだけでな

く、国際人材を確保しやすいこと

がスタートアップのグローバル展

開を後押ししています。 

さらに、テック関連イベントや

ピッチイベントが多数開催されて

おり、スタートアップが技術やビ

ジネスモデルを発信し、資金やパ

ートナーを獲得しやすいエコシス

テムが形成されています。市・州

政府もスタートアップ支援プログ

ラムを用意し、起業コンサルティ

ング、低利ローン、税制優遇など

を通じて成長を支援しています。 

 

 

NYでのスタートアップイベント 

年明けには、ニューヨーク市内

で日本関連のスタートアップイベ

ント「ジャパン・イノベーショ

ン・フォーラム」が開催されまし

た。会場参加約 270名、オンライ

ン約 200名と、日米双方から関心

を集める場となりました。 

東京都や横浜市などの自治体が

登壇し、スタートアップのテクノ

ロジーを活用して都市課題を解決

するため、技術と投資を結び付け

る場として位置づけた点が印象的

でした。官民一体でスタートアッ

プの技術活用を進める日米連携の

動きが一段と強まっていることが

うかがえます。 

一方で、現地で起業した日本人

からは、「日本人が米国に進出す

るうえで最大のハードルはビザの

取得と、どのような形態（法人・

個人）でビジネスを行うかという

点です。それぞれについて、弁護

士や会計事務所など専門家のアド

バイスが不可欠です」といった声

も聞かれます。 

ニューヨークは、資金、人材、

顧客、パートナーが揃った魅力的

な市場である一方、制度面・実務

面のハードルも少なくありませ

ん。日本企業・日本人起業家にと

っては、こうした環境を正しく理

解し、適切な専門家と連携しなが

ら進出戦略を描くことが重要にな

っています。 

おわりに 

当事務所では、ニューヨークに

おけるスタートアップ動向の調査

に加え、日米連携や現地進出に関

するご相談もお受けしています。 

ニューヨークでの事業展開に関

心をお持ちの方は、お気軽にお問

い合わせください。 

ニューヨーク駐在員事務所 

吉田 圭佑 

Email: newyork@joyobank.co.jp 

図 3 地方自治体が提供する支援プログラム（抜粋）         写真 3 ピッチイベントの様子 

 

 

 

 

 

写真 4 イベント終了後の懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

【出所】各種サイトより筆者作成 

名称 提供体 概要

Entrepreneurship Navigator 州

・州運営の起業家支援プログラム。

・起業計画策定、必要プログラムへのアクセス支援、個別相談、

成長ロードマップの作成などを無料または低コストで提供。

・70以上の支援拠点（ビジネス計画・プロトタイピング・R&D支

援など）に繋ぐ「コンシェルジュ型」サービス。

Main Street Capital Program 州

・州が推進する小規模企業・スタートアップ向け融資プログラム。

・最大10万ドルまでの低金利ローンを提供し、立ち上げ〜事業初

期の資金ニーズをカバー。

State Small Business Credit

Initiative
州

・州が連邦のSSBCI資金を活用して提供する、スタートアップ向け

のテクニカルアシスタンス（TA）プログラム。

・会計・法務・財務準備支援などを実施。起業家の投資準備や

Certified Business Incubators

& Innovation Hot Spots
州

・NY州の認定インキュベーター/イノベーション拠点ネットワーク。

・各地域に10の「Innovation Hot Spots」＋約20の「Certified

Business Incubators」があり、物理的オフィス・コワーキング、メン

タリング・ネットワーク、プロトタイピング支援

NYSERDA（ニューヨーク州エネル

ギー研究開発局）のプログラム
市

・資金提供・人材採用・トレーニング支援など、クリーンエネルギー

分野のスタートアップ向けプログラムを多数実施。

・採用費用の一部補助、インターン・フェローシップ支援、労働力
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トピックス ～NY で活躍する茨城県出身アーティスト～ 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャズの本場でバンドを率いる 

始めに、ひたちなか市出身のジ

ャズミュージシャン・宮嶋みぎわ

さんをご紹介します。宮嶋さんは

日本の大学を卒業後、一般企業に

就職しましたが、「音楽の力で社

会をもっと幸せにできないか」と

いう思いから単身渡米しました。

現在はジャズの本場ニューヨーク

で作曲家、ビッグバンドのリーダ

ーとして活動し、著名なジャズク

ラブで演奏しています。 

直近では、東日本大震災をテー

マにした「Unbreakable Hope 

and Resilience」プロジェクトを

始動しました。被災者の方々の声

とジャズを組み合わせ、人々に希

望を届ける演奏や、講演・レクチ

ャーなどに力を入れています。 

「ニューヨークは夢や希望を持

った人が集まる街です。茨城県出

身の方もビジネス界、アート界、

教育界など幅広い領域で数多く活

躍されています。世界と茨城の距

離は意外に近いですよ！」と仰っ

ていました。 

ガラスと光のアート 

次に、水戸市出身のガラスアー

ティスト・田口一枝さんをご紹介

します。学生時代に、ステンドグ

ラスを通した光がさまざまに変化

する様子を目にし、ガラス細工の

世界に魅了され、アーティストと

しての道を歩み始めました。 

田口さんはスペイン・バルセロ

ナに留学した後、約 10 年前に創

作の拠点をニューヨークに移しま

した。以来、市内の数多くのギャ

ラリーで開催される展示会に出展

するとともに、参加型のワークシ

ョップも開き、ガラスアートと光

の魅力をニューヨーカーに伝えて

います。 

「ニューヨークの良さは、人種

や性別に関係なく、人々が平等に

自分を表現できる場があることで

す。ここで活動できることを幸せ

に感じます」と仰っていました。

着物文化を世界へ 

 最後に、ニューヨークで着物文

化を広める活動を行う、水戸市出

身の菊池恵美さんをご紹介します。

菊池さんは日本の大学在学中に演

劇と出会い、その後、本格的に学ぶ

ためニューヨークへ渡りました。

オフオフブロードウェイやオフブ

ロードウェイなどで舞台俳優とし

て活躍してこられました。 

現在は大学の日本語講師として

勤務する一方、着物や書道など日

本文化を伝える活動にも精力的に

取り組んでいます。特に着物につ

いては師範免状・指導者資格を持

ち、米国で日本の着物文化を広め

る べ く 、 自 身 が 運 営 す る

「KimonoExperience」において、

着付けや着物教室、着物ショーの

制作など幅広く活動しています。 

「海外に出てみると、茨城県の

持つ豊かな自然と食の豊富さ、芸

術・文化的水準の高さに改めて驚

きます。茨城県の皆さんには、自

信を持って世界に羽ばたいてほし

いですね」と仰っていました。 

（写真はご本人より提供） 

ニューヨーク駐在員事務所 

吉田 圭佑 

宮嶋みぎわさん（撮影：辻村正幸） 田口一枝さん 菊池恵美さん 
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NY ライフ ～ズンバ人気と拡大する関連ビジネス～ 

  
革新をもたらしたフィットネス 

アメリカでは「ズンバ」は人気エ

クササイズとしてすでに定着して

おり、ブラジル、スペイン、メキシ

コ、インドなどでも高い人気があ

ります。フィリピンでは 2018 年、

参加者 13,350 名という史上最大

規模のクラスが開かれ、ギネス世

界記録も達成しました。 

現在、ズンバは世界中で愛され、

1 週間あたり延べ約 1,500 万人が、

約 20 万か所でレッスンに参加し

ているとされます。ここでは、ニュ

ーヨークでも人気のズンバについ

てご紹介します。 

ズンバの起源・コロンビア 

ズンバは 1990 年代半ば、コロン

ビアのダンサー兼振付師アルベル

ト・「ベト」・ペレス氏が考案したダ

ンスフィットネスプログラムです。

エアロビクスのレッスンで音楽テ

ープを忘れ、手元にあったサルサ

やメレンゲなどのラテン音楽で即

興クラスを行ったことがきっかけ

でした。 

その後アメリカに渡り、2001 年

に Zumba Fitness LLC が設立さ

れ、ブランドとして確立しました。

名前は「ルンバ（Rumba）」をベー

スに、ペレス氏が幼少期に好きだ

ったキャラクター「Zorro」の頭文

字「Z」を組み合わせたものです。

フィットネスの枠を超え、パーテ

ィーのような楽しさを提供するプ

ログラムとなっています。 

ライセンス制のビジネスモデル 

ズンバのインストラクターはビ

ジネスパートナー、アンバサダー

として位置づけられています。志

望者は公式トレーニングを受講し

てライセンスを取得し、その後、

月額約 30〜45 ドルのサブスクリ

プションに加入することで、音楽

や振り付けなどのコンテンツ提供

を継続的に受ける仕組みです。基

本のコリオは本部から提供されま

すが、インストラクターが独自に

アレンジすることもあります。 

多様性を意識したマーケティング  

ズンバは 180 か国以上で展開さ

れており、各国・地域の特性に合

わせたマーケティングを行いなが

ら、質の高いインストラクターを

採用しています。ラテン音楽の世

界的人気も見込み、使用する楽曲

にはスペイン語の曲が多く取り入

れられています。 

サルサ、メレンゲ、レゲトンな

どを基にした 16 の基本ステップ

を覚えれば、誰でも気軽に踊れる

構成になっていることも、世界的

な普及を支える要因です。 

 

 

ブランド展開とコミュニティ 

関連商品はウェアのほか、

DVD、ビデオゲームなどにも広が

り、世界的に有名なインストラク

ターを招いたクルーズイベントも

人気です。Zumba Fitness 社は、

インストラクター向けコンベンシ

ョン「ZINCON」を毎年アメリカで

開催し、有名インストラクターの

クラス提供や情報共有を通じてブ

ランド力と参加者のモチベーショ

ン向上を図っています。 

インストラクターはジムで教え

るだけでなく、独自にイベントを

開催し、フリーランスとしてビジ

ネスを展開することも可能です。

筆者も何度か参加しましたが、会

場の熱気や他のダンスクラスには

ない一体感があり、ズンバがここ

まで成長した理由を実感しまし

た。このエンターテインメント性

の高いフィットネスは、今後も人

気が続きそうです。 

※写真は筆者撮影 

ニューヨーク在員事務所 

小田川 琴音 
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News 一覧 

＜政治＞ 

 

・ＦＲＢ副議長、パウエル氏支持を表明 独立性は「経済の基盤」 (1/16)       

・クリントン夫妻、米下院のエプスタイン調査で証言へ 侮辱罪巡る採決控え (2/2)    

・トランプ氏暗殺未遂の被告に終身刑、連邦地裁が判決 ( 2/4)   

・トランプ氏、高市首相を全面支持 3 月 19 日にホワイトハウスで会談 (2/5)    

・薬品割引サイト「トランプＲｘ」発表、トランプ氏「節約して健康に」(2/5)    

・トランプ氏、人種差別的な動画投稿 オバマ夫妻をサルに見立てる (2/6)    

・米政権、ハーバード大を提訴 「入試の人種考慮巡る捜査に協力せず」(2/13) 

＜金融政策＞ 

・ミネアポリス連銀総裁 米経済「堅調な成長続く」インフレは鈍化へ (1/12)  

・ＦＲＢが金利据え置き、インフレ「やや高止まり」 労働市場は安定 (1/28) 

・次期ＦＲＢ議長にウォーシュ氏指名、トランプ氏「利下げ確信」 (1/30)  

・ＳＦ連銀総裁「米経済は不安定」、雇用情勢の急変リスクに言及  ( 2/6) 

＜経済指標＞ 

・ISM 製造業景気指数 1 月 52.6 1 月は 1 年ぶり節目超え 受注が回復 (予想 48.5) （2/2) 

・米ミシガン大消費者信頼感、2 月速報値は 6 カ月ぶり高水準 (２/6) 

・非農業部門雇用者数  1 月１３万人増 (予想 7 万人増) 1 年超ぶり大幅増 (2/11） 

・失業率 4.3％ 前月の 4.4％から改善（2/ 11） 

・米 1 月ＣＰＩ、前年比 2.4％上昇 伸び鈍化し予想も下回る (2/11） 

（出所：各種新聞等、2026 年 1 月中旬～2 月中旬のニュースを抜粋) 
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Disclaimer 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートの内容につきましては、当行の信頼し得る先からの情報に基づいて作成しておりますが、その正確性、信頼性を保証す

るものではありません。具体的に法律上、会計上、税務上の助言を必要とされる場合は、それぞれの専門家にご相談くださいます

ようお願いいたします 

発行元：常陽銀行市場国際部 

 

常陽銀行ニューヨーク駐在員事務所 

1270 Avenue of the Americas, Suite#555, New York, NY 10020 

TEL：＋1-917-388-2400 

E-mail：newyork@joyobank.co.jp  

 

 

 

 

 


